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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は宿主細胞因子ファミリーのメンバーであり、5つのケルチリピート、フィブロネクチン様モチーフ、および6つのHCFリピートからなるタンパク質をコードしています。各リピートには、非常に特異的な切断シグナルが含まれています。この核内コアクチベーターは、6つの可能な部位のいずれかでタンパク質分解的に切断され、N末端鎖と対応するC末端鎖が生成されます。このタンパク質の最終形態は、非共有結合したN末端鎖とC末端鎖で構成されます。このタンパク質は、単純ヘルペスウイルス感染時の細胞周期制御と転写調節に関与しています。異なるタンパク質アイソフォームをコードする選択的スプライシングバリアントが報告されていますが、すべてのバリアントが完全に特徴付けられているわけではありません。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:HCFリピートは、非常に特異的なタンパク質分解切断シグナルです。,ドメイン:ケルチリピートは、HCFC1R1との相互作用を媒介するベータプロペラドメインと呼ばれる6枚羽根のケルチベータプロペラに折り畳まれます。,機能:細胞周期の制御に関与します。許容細胞への溶解感染により、HSVトランス活性化タンパク質VP16はHCFC1と会合します。HCFC1への結合によりVP16が活性化され、オクタマーモチーフ結合タンパク質POU2F1と会合して、HSV最初期遺伝子の転写を活性化する多タンパク質-DNA複合体を形成します。また、ZBTB17およびGABP2によるトランス活性化に拮抗し、ZBTB17によるp15(INK4b)プロモーターの活性化を抑制し、p300をリクルートする能力を阻害します。 EGR2およびGABP2の共活性化因子。クロマチン修飾Set1/Ash2ヒストンH3-K4メチルトランスフェラーゼ（HMT）複合体とSin3ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）複合体（それぞれ転写の活性化と抑制に関与）を結合させる。,PTM：O-グリコシル化。,PTM：HCFリピート内の1つまたは複数のPPCE--THET部位でタンパク質分解的に切断される。主要なN末端鎖およびC末端鎖のさらなる切断により、より小さな鎖が「トリミング」され、蓄積される。,類似性：5つのケルチリピートを含む。,細胞内局在：HCFC1R1は細胞内局在を調節し、HCFC1R1の過剰発現は細胞質へのHCFC1の蓄積につながる。,サブユニット：主に110～150 kDaの6つのポリペプチドと、少量の300 kDaのポリペプチドから構成される。N末端およびC末端切断産物の大部分は、非共有結合的ではあるが、強固に会合したままである。 POU2F1、VP16、CREB3、ZBTB17、EGR2、E2F4、CREBZF、SP1、GABP2、Sin3 HDAC複合体（SIN3A、HDAC1、HDAC2、SDS3）、Set1/Ash2 HMT複合体（SET1、ASH2、WDR5）、SAP30、SIN3B、OGT1、FHL2と相互作用する。MLL複合体の構成要素であり、少なくともMLL、ASH2L、RBBP5、DPY30、WDR5、MEN1、HCFC1、HCFC2から構成される。HCFC1R1およびTHAP11と相互作用する。,組織特異性：胎児組織および成人の腎臓で高発現。試験したすべての組織に存在する。,
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	HCFC1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

